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   A 56-year-old male presented with a history of dull pain in the abdomen, accompanied by 
anorexia and weight loss. On examination, he had a moderate tenderness in the right kidney 
region. Radiological investigation could not deny renal tumor, and the right kidney was removed. 
Microscopically, characteristic colonies of actinomyces were seen. Preoperatively it is difficult to 
differentiate renal actinomycosis and renal tumor. Removal of the involved kidney followed by 
appropriate antibiotic therapy may be  prompltly curative. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 40: 337-339, 1994) 






















*現=中 井 ク リニッ ク
143mg/l,白血球 数15,000/pt1であ り,貧 血 も認 め ら
れ た.電 解 質,総 腎 機 能に は 異常 は な か った が,肝 機
能異 常 と低 アル ブ ミソ血 症 が 認 め ら れ た.尿 沈 渣 で
は,赤 血球,白 血 球 が わず か に み られ た が,細 菌 は認
め られ な か った.入 院 後,38。C台 の 発熱 を繰 り返 し
た.
画 像 診 断:IVPで は右 下 腎杯 の変形 を認 め た(Fi-
g.IA),造影CTで は,右 腎下 極 に造 影 され な い腫
瘤 が認 め られ た(Fig.1B).Tl強調 の造 影MRIで
は,腫 瘤 は正 常腎 実 質 と同程 度 に造 影 され,内 部 は一
部不 均 一 で あ った(Fig.IC)・T2強調 で は 腫瘤 は,
や や 低信 号 領 域 と して認 め られ た.右 腎動 脈 造影 の動
脈 相 で は,腫 瘤 はhypovascularであ り,明 らか な異
常血 管 は 描 出 さ れ な か った(Fig.2A).latephase
で も腫瘤 は腎 実 質 に比 し て や やhypovascularであ
った(Fig.2B).
これ らの画 像 検査 に よ って も右 腎腫 蕩 が 完全 に は否
定 で きな いた め,ス ポ ンゼ ルを 用 い た塞 栓術 を 施 行 し
た後,1992年6月24日,右腎 摘 除術 を行 った.
手 術 所見:右 腎 は腹 膜,腸 腰 筋筋 膜,下 大静 脈 と強
固に 癒着 し,剥 離 に は難 渋 した が 摘除 しえ た.
摘 除標 本1摘 除 した右 腎 は重 さ467g,割 面 の病 変
部 は7.8×5cmで,黄 白色 を 呈 し,内 部 に多 量 の膿






















































































組 織所 見:HE染 色 で は,病 巣 内 に 中心 部 が ヘ マ
トキ シ リンに好 染 し,周 囲が エ オ ジ ンに よ く染 ま る菌
塊 が 散見 された.こ れ は,sulfurgranule(Druse)
と呼 ばれ る放 線 菌症 に特 徴的 な 所見 であ る(Fig.3A).
周 囲 のエ オ ジ ンに濃 染 す る部 分 は,菌 糸 の一 部 が棍 棒
状 に膨 らん だ構 造(clubformation)をな して お り,
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